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【 提 出 日 】 平 成 17年 2月 3日 (2005.2.3)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 反 射 面 内 で 位 置 毎 に 反 射 方 向 を 変 化 さ せ る こ と が 可 能 な 能 動 型 反 射 光 学 素 子 と 、 少 な く
と も １ 面 の 回 転 非 対 称 な 面 形 状 の 反 射 面 を 含 む 偏 心 光 学 系 に お い て 、 偏 心 光 学 系 が 瞳 面 と
像 面 と の 間 に 配 置 さ れ 、 次 式 を 満 足 す る こ と を 特 徴 と す る 偏 心 光 学 系 。
　 　 （ 瞳 と 偏 心 光 学 系 の 距 離 ） ／ （ 焦 点 距 離 ） ≧ ０ ． ６ 　 　 　 　 ・ ・ ・ （ １ ）
【 請 求 項 ２ 】
　 反 射 面 内 で 位 置 毎 に 反 射 方 向 を 変 化 さ せ る こ と が 可 能 な 能 動 型 反 射 光 学 素 子 と 、 少 な く
と も １ 面 の 回 転 非 対 称 な 面 形 状 の 反 射 面 を 含 む 偏 心 光 学 系 に お い て 、 偏 心 光 学 系 が 瞳 面 と
像 面 と の 間 に 配 置 さ れ 、 偏 心 光 学 系 が 瞳 面 と 像 面 と の 間 に 中 間 像 と 瞳 を 形 成 し 、 次 式 を 満
足 す る こ と を 特 徴 と す る 偏 心 光 学 系 。
　 　 （ 能 動 型 反 射 光 学 素 子 に お け る 最 大 主 光 線 高 ）
　 　 ／ （ 能 動 型 反 射 光 学 素 子 に お け る 軸 上 最 大 瞳 半 径 ） ≦ １ ． ５ ・ ・ ・ （ ２ ）
こ こ で 、 能 動 型 反 射 光 学 素 子 に お け る 最 大 主 光 線 高 は 軸 上 主 光 線 を 基 準 と し 、 軸 上 最 大 瞳
半 径 は 非 円 形 状 瞳 の 場 合 、 軸 上 主 光 線 基 準 の 瞳 の 大 き さ の 最 大 値 と す る 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 偏 心 光 学 系 が 、 １ ． ３ よ り も 大 き な 屈 折 率 の 媒 質 で 形 成 さ れ た 少 な く と も １ つ の プ
リ ズ ム 部 材 を 有 し 、 プ リ ズ ム 部 材 は 光 束 を プ リ ズ ム 部 材 に 入 射 さ せ る 透 過 面 、 光 束 を プ リ
ズ ム 部 材 内 で 反 射 さ せ る 反 射 面 、 光 束 を プ リ ズ ム か ら 射 出 す る 透 過 面 の 少 な く と も ３ 面 を
有 し て お り 、 前 記 偏 心 光 学 系 を 、 逆 光 線 追 跡 に お い て 、 虚 像 を 中 間 像 と し て 結 像 す る 接 眼
光 学 系 と 、 中 間 像 以 降 の リ レ ー 光 学 系 に 分 け て 考 え る 場 合 、 接 眼 光 学 系 、 リ レ ー 光 学 系 共
２ 回 以 上 反 射 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 偏 心 光 学 系 。
【 請 求 項 ４ 】



　 前 記 偏 心 光 学 系 が 、 反 射 面 の 少 な く と も １ 面 と 透 過 面 の 少 な く と も １ 面 が 同 一 面 に て 形
成 さ れ た 反 射 と 透 過 の 兼 用 面 を 備 え た プ リ ズ ム 部 材 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は
２ 記 載 の 偏 心 光 学 系 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 偏 心 光 学 系 が 、 逆 光 線 追 跡 に お い て 、 入 射 瞳 か ら 入 射 し た 光 線 が 中 間 像 を 形 成 す る
際 に 、 入 射 瞳 か ら 中 間 像 に 入 射 す る 主 光 線 が 収 束 状 態 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記
載 の 偏 心 光 学 系 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 偏 心 光 学 系 に お い て 、 能 動 型 反 射 光 学 素 子 に 入 射 す る 軸 上 主 光 線 と 能 動 型 反 射 光 学
素 子 反 射 面 法 線 が な す 角 φ が 以 下 の 条 件 式 を 満 足 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ 記
載 の 偏 心 光 学 系 。
　 　 １ ０ ° ＜ φ ＜ ６ ０ ° 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ ・ ・ （ ３ ）
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 偏 心 光 学 系 の 順 追 跡 に お け る 瞳 倍 率 β が 以 下 の 条 件 式 を 満 足 す る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ２ 記 載 の 偏 心 光 学 系 。
　 　 １ ＜ β ＜ ３ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ ・ ・ （ ４ ）
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 能 動 型 反 射 光 学 素 子 が 可 変 形 状 鏡 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 偏
心 光 学 系 。
【 請 求 項 ９ 】
　 映 像 表 示 素 子 と 請 求 項 １ か ら ８ の 何 れ か １ 項 記 載 の 偏 心 光 学 系 と を 観 察 者 の 左 右 の 眼 に
対 応 し て そ れ ぞ れ １ つ ず つ 配 置 し て な る こ と を 特 徴 と す る 立 体 映 像 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 順 光 線 追 跡 で 、 能 動 型 反 射 光 学 素 子 の 作 用 に よ り 像 の 位 置 を 光 軸 方 向 に 移 動 す る 際 、 能
動 型 反 射 光 学 素 子 の 変 形 の 往 復 両 方 を 利 用 し て 像 形 成 を す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又
は ２ 記 載 の 偏 心 光 学 系 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ９ ８ ２ ３ ７ の も の は 、 図 ２ １ に 示 す よ う に 、 物 体 か ら の 光 束 は
、 絞 り ２ ０ １ を 通 過 後 、 第 １ 透 過 面 ２ ２ １ か ら 偏 心 プ リ ズ ム ２ ０ ２ に 入 り 、 第 ２ 透 過 面 ２
２ ２ か ら 一 度 偏 心 プ リ ズ ム ２ ０ ２ か ら 外 に 出 て 可 変 形 状 鏡 ２ ０ ３ で 反 射 後 、 第 ３ 透 過 面 （
＝ 第 ２ 透 過 面 ） ２ ２ ２ か ら 再 度 偏 心 プ リ ズ ム ２ ０ ２ に 入 り 、 第 １ 反 射 面 ２ ２ ３ で 反 射 後 、
第 ４ 透 過 面 ２ ２ ４ か ら 偏 心 プ リ ズ ム ２ ０ ２ を 出 て 、 フ ィ ル タ ー ２ ０ ５ を 経 て 像 面 ２ ０ ４ に
結 像 す る 。 可 変 形 状 鏡 ２ ０ ３ の 変 形 に よ り 、 無 限 遠 か ら １ ０ ０ ｍ ｍ ま で の 焦 点 合 わ せ が 可
能 な 光 学 系 と な っ て い る 。 こ れ ら の 能 動 型 反 射 光 学 素 子 を 含 む 光 学 系 を Ｈ Ｍ Ｄ 光 学 系 と し
て 用 い る こ と が で き る と し て い る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ９ ８ ２ ３ ７ に は 以 下 の 問 題 点 が あ る 。 能 動 型 反 射 光 学 素 子 を 含
む 光 学 系 を Ｈ Ｍ Ｄ 光 学 系 と し て 用 い る こ と に 言 及 し て い る が 、 実 施 例 １ ～ ７ と し て 具 体 的
に 開 示 さ れ て い る 光 学 系 の ア イ リ リ ー フ （ 射 出 瞳 と 光 学 系 の 間 隔 ） は ２ ｍ ｍ 以 下 で 、 Ｈ Ｍ
Ｄ 光 学 系 等 接 眼 光 学 系 と し て 使 う こ と が で き な い 。 必 要 な ア イ リ リ ー フ 、 例 え ば ２ ０ ｍ ｍ
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を 確 保 す る に は 、 光 学 系 全 体 を １ ０ 倍 以 上 に 係 数 倍 す る 必 要 が あ り 、 光 学 系 の 大 き さ が 巨
大 化 し 、 顔 面 に 装 着 す る Ｈ Ｍ Ｄ と し て 使 用 で き ず 、 可 変 形 状 鏡 ２ ０ ３ の 大 き さ ・ 変 形 量 も
巨 大 化 し 、 製 作 が 困 難 に な る 。 ま た 、 そ も そ も 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ９ ８ ２ ３ ７ の も の は 、 能
動 型 反 射 光 学 素 子 を 使 う こ と で 温 度 ・ 湿 度 の 変 化 に 伴 う 光 学 性 能 の 変 動 の 補 償 、 光 学 素 子
の 性 能 誤 差 の 補 償 、 あ る い は 視 度 調 節 を 行 う こ と 目 的 と し て お り 、 本 発 明 の 後 記 の 目 的 の
１ つ で あ る 、 Ｈ Ｍ Ｄ で 立 体 映 像 を 観 察 す る 際 の 調 節 と 輻 輳 の 矛 盾 の 解 消 を 目 的 と し て い な
い 。 そ の た め 、 調 節 と 輻 輳 の 矛 盾 を 解 消 す る 目 的 に 必 要 な 能 動 型 反 射 光 学 素 子 に 対 す る 配
慮 、 例 え ば 、 虚 像 位 置 を 高 速 で 移 動 す る た め に 能 動 型 反 射 光 学 素 子 の 面 積 を 小 さ く す る 等
の 配 慮 が な く 、 調 節 と 輻 輳 の 矛 盾 を 解 消 す る 目 的 と し て の 可 変 形 状 鏡 の 実 現 は 困 難 で あ る
。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 な お 、 従 来 の 技 術 で あ げ た 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ９ ８ ２ ３ ７ の 実 施 例 １ ～ ３ の 焦 点 距 離 は ７
． ７ ５ ｍ ｍ と 記 載 し て あ る が 、 上 記 定 義 で 求 め る と 、 ９ ． ４ ８ ｍ ｍ と な る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ８ １ 】
  映 像 表 示 を Δ ＋ ３ ６ Ｎ （ ° ） （ Ｎ ＝ ０ ， １ ， ２ ， ・ ・ ・ ， ９ ） で 行 い （ Δ は 初 期 位 相 ）
、 １ 周 期 １ ０ 枚 の 虚 像 を 形 成 す る と す る 。 図 １ ２ は 初 期 位 相 Δ （ ° ） 毎 の 可 変 形 状 鏡 変 形
量 を 示 す 図 で あ り 、 図 １ ２ の 横 軸 の １ ０ 箇 所 の 虚 像 位 置 に お け る 可 変 形 状 鏡 の 変 形 量 ｃ ｏ
ｓ （ Δ ＋ ３ ６ Ｎ ） を 変 形 量 順 に 並 べ 替 え る と 、 図 １ ３ の よ う に な る 。 こ の 変 形 量 順 で 隣 接
す る 虚 像 の 変 形 量 の 差 を と る と 、 図 １ ４ の よ う に な る 。 ま た 、 図 １ ５ に 初 期 位 相 Δ が ４ ５
° 近 傍 の 図 １ ３ と 同 様 の 図 を 示 す 。 図 １ ４ と 図 １ ５ か ら 明 ら か な よ う に 、 初 期 位 相 Δ が ４
５ ° （ ４ ５ ＋ ９ ０ Ｎ ° 、 １ ／ ８ 周 期 ） 程 度 の 場 合 、 変 形 量 順 の 可 変 形 状 鏡 の 変 形 量 分 布 が
最 も 滑 ら か で 、 可 変 形 状 鏡 の 変 形 量 を ま ば ら に で き る 。 ま た 、 映 像 表 示 に 利 用 で き る 可 変
形 状 鏡 変 形 量 も 振 幅 の ９ ６ ％ と 大 き く で き る 。
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